
５．方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

出土土器について 

方形周溝墓とは、周囲
しゅうい

に四角く溝
みぞ

を掘り、真中に土盛
ど も

りをし 

て遺体
い た い

を埋葬
まいそう

する大人用のお墓のことをいいます。今回ご紹介 

する第１号方形周溝墓からは、弥生時代 中
ちゅう

期末
き ま つ

から後期
こ う き

初頭
しょとう

 

（約1,900 年前）にかけての壺がたくさん出土しました。 

   

 

 

６．その他の遺物について 

 竪穴住居跡やお墓以外からも弥生時代の遺 

物が出土しています。 

石器（打製
だ せ い

石
せき

斧
ふ

・磨製
ま せ い

石
せき

斧
ふ

）は木を伐採
ばっさい

し 

たり、土を掘
ほ

るために使用されました。土製
ど せ い

 

紡錘車
ぼうすいしゃ

は、糸を紡
つむ

ぐために使用されました。 

 

－４－ 

 

                               

  
   

１．はじめに 

前中西
まえなかにし

遺跡
い せ き

は、市内上之
か み の

に位置しており、平成８年度から区画
く か く

整理
せ い り

事業
じぎょう

に 伴
ともな

い、発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

を 行
おこな

っています。これまでに行った調査の結果
け っ か

、遺跡の主体
しゅたい

となる弥生
や よ い

時代
じ だ い

は、中期
ちゅうき

中頃
なかごろ

（約 2,100

年前）から後期
こ う き

初頭
しょとう

（約 1,900 年前）までの長期間
ちょうきかん

にわたり、遺跡範囲
は ん い

の北側に集 落
しゅうらく

跡
あと

、南側

に墓域
ぼ い き

が広がっていることが明
あき

らかになってきています（図１）。 

今回は、『前中西遺跡最新
さいしん

出土品展
しゅつどひんてん

』と題
だい

して平成２２年度に整理調査
せいりちょうさ

が 終 了
しゅうりょう

した遺物
い ぶ つ

の中か

ら全国的にも 珍
めずら

しい弥生時代の土偶
ど ぐ う

、子供用のお墓
はか

である土器
ど き

棺
かん

墓
ぼ

、竪穴
たてあな

住 居 跡
じゅうきょあと

や大人用のお

墓である方形周溝墓
ほうけいしゅうこうぼ

から出土
しゅつど

した土器や石器
せ っ き

などについてご紹 介
しょうかい

いたします。 
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２．土偶
ど ぐ う

について 

土偶とは土で作られた人 形
にんぎょう

のことであり、お祈
いの

りを捧
ささ

げる際
さい

やお祭
まつ

りを行う際に使用
し よ う

されたと

考
かんが

えられています。通 常
つうじょう

、土偶というと縄文時代
じょうもんじだい

を連想
れんそう

しますが、縄文時代の伝統
でんとう

が強
つよ

く残
のこ

る

東日本
ひがしにほん

では弥生時代でも一部の地域
ち い き

で作られ続
つづ

けていました。 

 前中西遺跡では今回ご紹介する２例を含
ふく

め、これまでに計５例の土偶が出土しています。弥生時

代の土偶がこれほど多く出土することは非常
ひじょう

に珍しく、またそのほとんどが弥生時代中期
ちゅうき

後半
こうはん

（約

2,000 年前）のものであることから弥生時代でも最終段階
さいしゅうだんかい

の土偶と考えられます。 

今回ご紹介する土偶２例は、いずれも第２号 

溝跡
みぞあと

から弥生時代中期後半の土器とともに出土 

しました。 

   

 

－２－                                                    

３．土器
ど き

棺
かん

墓
ぼ

について 

    土器棺墓とは、土器を 棺
ひつぎ

として使用した子供用のお墓です。 

大型の壺
つぼ

や甕
かめ

を組
く

み合わせ、そ 

の中に遺体
い た い

を安置
あ ん ち

し、穴に埋
まい

葬
そう

 

したと考えられています。 

 今回ご紹介する土器棺墓は、 

竪穴住居跡
たてあなじゅうきょあと

の中から見つかり 

ました。蓋
ふた

に壺の上半分、身
み

に 

甕を使用しており、いずれも弥 

生時代中期後半に相当
そうとう

します。 

前中西遺跡では、本例を含め 

これまでに計10基の土器棺墓 

が見つかっています。 

 

４．竪穴住居跡
たてあなじゅうきょあと

出土遺物について 

 ３軒
けん

見つかった竪穴住居跡からは、完形
かんけい

の土器は出 

土しませんでしたが、中期中頃と後半に相当する土器 

がたくさん出土し、中期後半の住居跡からは東北地方 

南部
な ん ぶ

から持ち込
こ

まれた土器片
ど き へ ん

も１点出土しました。      東北地方南部の壺の破片 
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